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◆主教 巡杖 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

14 日（日） 10：30 富田林聖アグネス教会 ｟教会委員会｠ 

21 日（日） 10：30 石橋聖トマス教会 

28 日（日） 10：30 東豊中聖ミカエル教会 

 

◆主教 動静 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

【8月11日まで 主教は休暇】 

17 日（水） 10：30 大阪教区教役者1日黙想会 指導：中村豊主教（石橋聖トマス教会） 

18 日（木） 10：00 プール学院 

19 日（金） 10：00 常置委員懇談会 

20 日（土） 午後  大阪聖三一教会 博愛社児童養護グループホーム開所式 

21 日（日） 15：00 神学生を囲むつどい（大阪聖愛教会） 

22 日（月）  9：00～23日（火） 正午 宣教協議会ぶどうの枝協議会（インマヌエル新生教会） 

23 日（火） 14：00 聖公会関係学校代表者会［Zoom会議］ 

24 日（水） 10：00 聖公会関係学校研修会［Zoom会議］担当は立教学院新座中学・高校 

25 日（木）  9：00 プール学院 14：30 常任理事会 

26 日（金） 15：00 聖バルナバ病院常任理事会 16：00 聖バルナバ病院理事会 

28 日（日） 14：00 信徒奉事者研修会（大阪聖アンデレ教会） 

29 日（月） 11：00 プール学院 14：30 プール学院常任理事会 

 

 

 

※ランベス会議 7月28日～8月8日 磯主教はリモートで参加し、この期間は休養に努める 

 

 

 

◆教区諸礼拝・諸委員会予定 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

3 日（水） 18：00 財務委員会（教区館） 

4 日（木） 18：30 礼拝・音楽委員会（川口基督教会） 

10 日（水） 10：30 教区関係教役者 逝去者記念聖餐式（主教座聖堂） 

17 日（水） 10：30 教役者1日黙想会（石橋聖トマス教会） 

19 日（金） 10：00 常置委員懇談会 

26 日（金） 10：30 日本聖公会婦人会役員会（教区館） 

28 日（日） 16：00 大阪教区英語礼拝（大阪聖パウロ教会） 

29 日（月） 10：30 ことのは（教区館） 

 

お 知 ら せ 

 

＋大阪教区教役者1日黙想会＋ 

日時－8月17日（水）10時30分～17時 

場所－石橋聖トマス教会 

講師－アンデレ中村豊主教（前神戸教区主教） 

主催－聖職養成委員会 

※出欠は14日までに千松司祭までお願いします。 

 

★神学生を囲むつどい＆神学生後援会理事会★ 

日時－8月21日（日）15時～17時 

場所－大阪聖愛教会 

※コロナ禍でもありますので、今回は各教会の神学生後援会理事だけで行います。 

 

＋信徒奉事者研修会＋ 

日時－8月28日（日）14時～16時 

場所－大阪聖アンデレ教会 

※各教会の信徒奉事者には連絡がいっています。 

 

他 教 区 の 動 き 

 

＋＋＋広島平和礼拝2022   広島原爆逝去者記念聖餐式 

日時－8月6日（土）8：15～   場所－広島復活教会 

 

＋＋＋長崎原爆記念礼拝（聖餐式）   原爆投下時刻の11時2分にあわせて黙祷いたします 

日時－8月9日（火）10：30～   場所－長崎聖三一教会 

 

 

☆教区事務所の夏季休業☆ 

8月11日（木・休）から17日（水）まで、大阪教区事務所は夏季休業いたします。 

緊急の場合は、西宮聖ペテロ教会 内田司祭まで（0798-33-5438）。 

 

☆教区事務所の職員勤務体制および勤務時間 

大阪教区事務所では、職員交代出勤体制での業務を続けています。 

業務時間は、平日の午前10時半～午後6時半です。来訪時は事前に職員在室状況をお問い合わせ願います。 

 

＋コロナウィルスにより尊い命を失った方々の魂の平安、感染した方々の一日も早い回復と 

医療事業のお働き、感染の終息をせつにお祈りいたします＋ 

7 月の中旬の主日の福音は、「マルタとマリア」の話しでありました。この二人は対照的な態度でイエスに

接しています。 

「マリアは主の足もとに座って、その話に聞き入っていた」とありますが、マルタはイエスをもてなすために

「せわしく立ち働いて」います。ここで「せわしく立ち働らく」と訳された動詞は、ギリシャ語で「ペリスパオ

ー」という言葉です。 

細かくなって恐縮ですが、「ペリ」という言葉は「まわりに」という意味。「スパオー」というのは「引っ張る」と

いうことです。つまり、いろいろなもてなしに向かう心が、マルタは外に引っ張り出して、本当にいなけれ

ばならない所から引き出されてしまっている状態を指しています。 

マルタは中心であるイエスから離れているのです。 

忙しい日々を送っている私たち。様々なことに引っ張られて、いるべき中心がお留守になってしまわない

ように、ゆっくりとイエスの足もとに座ってみ言葉に心を向けたいと思います。 
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